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甲136発電用原子力設備 写 H22.2.10 基原盤子機力構安全 発電用原を定子め力る設響備令に第関2す2条る技及
に関する技術基準 術基準
を定める省令と解 び第24条の解釈
釈L-hにbl対する解説

甲137f6月25日政府交渉 写 H24.6.25 美浜の会 平成24年6月25日参議院議員
の1大飯原発:再稼動 会館講の会掌なでどグ市リ」民ン4・アクション、
を止めようj録音 美浜 団体が原子
(CD) 力安全・保安院と持った交渉に

甲137上記録音おこし 写 美浜の会
おいて、御田俊一郎原子力発電
安全課上席安全審査官が制御

の2 棒挿入時間2.2秒以下につい
て発言した内容

甲138「制御棒挿入に係 写 H20.10.9 原子炉安全 制御棒挿入に係る安全余裕検
る安全余裕検討部 専門審査会 討委員会の設置の趣旨
会の設置につい
l恒...，.

甲 「総検第4-1号等 写H24.3.13 原子力安 大飯3，4号機における2XSsの
139 で示された質問に 全・保安院 地震入力レベルの挿入遅れ時
対する回答j(抄) 聞については、Ssによる評価結

果からほぼ線形的に増加するも
のと推定されること
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